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本 編 

趣旨  

 
我が国は、これまで多くの自然災害に見舞われてきたが、近年は、首都直下地震、南海ト

ラフ地震等の大規模地震の発生が懸念される中、安心・安全に関する地域住民の関心が高ま

ってきている。 
このような状況を踏まえ、「災害対策基本法等の一部を改正する法律」（平成２５年法律

第５４号）では、「市町村の住民から地区防災計画を提案できることとすること」が明記さ

れ、区では、平成２９年１月修正（予定）の『世田谷区地域防災計画』に反映させることを

想定して、地区防災計画の策定を進めることとなった。 
地区防災計画の策定に向けては、東京都及び世田谷区の地域防災計画、被害想定等に基づ

き、地区の被害想定を作成し、地区住民に説明しながら進めていくことが不可欠であり、住

民から出された意見等については、適宜世田谷区地域防災計画の記載に反映させる作業も必

須となる。 
本計画は、住民の意見をもとに、住民自治の強化と地区防災力の向上のため、作成された

ものである。  
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1.2 地区の面積・エリア  
九品仏地区の面積及びエリアは、以下、表のとおりになっている。エリアは、図－２に

対応している。 
 

エリア（町名） 奥沢４～８丁目・玉川田園調布１～２丁目 
面積 １．２４５平方キロメートル 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図－2：九品仏地区のエリア 

 

 等々力６丁目町会 

 

 

 

【九品仏自治会】 

 区域 奥沢６丁目全域 

     奥沢７丁目１～４３・５２(一部) 

     奥沢８丁目全域 

会員 ２，９００世帯 

 ※住民基本台帳登録 

   ４，８７９世帯、９，０７４人 

 

【玉川田園調布会】 

 区域 玉川田園調布１～２丁目全域 

 会員 ５７９世帯 

  ※住民基本台帳登録 

     １，０６４世帯、２，２８３人 

【奥沢中和会】 

 区域 奥沢４～５丁目全域 

 会員 １，６００世帯 

 ※住民基本台帳登録 

    ３，２９６世帯、５，７２１人 
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I 九品仏地区の特性  

 

1．自然特性  
 
1.1 地区の位置  
九品仏地区は目黒区と大田区に接した住宅地である。管内は大正から昭和初期にかけて

宅地開発分譲及び耕地整理がなされ、碁盤の目状に道路が整備されている。また淨眞寺の

樹木をはじめ緑や草花が多く、環境に優れた穏やかな住宅地となっている。もともとは玉

川村大字奥沢として一体であったが、昭和７年の東京市編入時に田園都市株式会社が開発

分譲した地域が玉川田園調布として分割された。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－１：玉川地域の各地区 
 
  

九品仏－2



 

3 
 

1.2 地区の面積・エリア  
九品仏地区の面積及びエリアは、以下、表のとおりになっている。エリアは、図－２に

対応している。 
 

エリア（町名） 奥沢４～８丁目・玉川田園調布１～２丁目 
面積 １．２４５平方キロメートル 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図－2：九品仏地区のエリア 

 

 等々力６丁目町会 

 

 

 

【九品仏自治会】 

 区域 奥沢６丁目全域 

     奥沢７丁目１～４３・５２(一部) 

     奥沢８丁目全域 

会員 ２，９００世帯 

 ※住民基本台帳登録 

   ４，８７９世帯、９，０７４人 

 

【玉川田園調布会】 

 区域 玉川田園調布１～２丁目全域 

 会員 ５７９世帯 

  ※住民基本台帳登録 

     １，０６４世帯、２，２８３人 

【奥沢中和会】 

 区域 奥沢４～５丁目全域 

 会員 １，６００世帯 

 ※住民基本台帳登録 

    ３，２９６世帯、５，７２１人 

 

 

2 
 

I 九品仏地区の特性  

 

1．自然特性  
 
1.1 地区の位置  
九品仏地区は目黒区と大田区に接した住宅地である。管内は大正から昭和初期にかけて

宅地開発分譲及び耕地整理がなされ、碁盤の目状に道路が整備されている。また淨眞寺の

樹木をはじめ緑や草花が多く、環境に優れた穏やかな住宅地となっている。もともとは玉

川村大字奥沢として一体であったが、昭和７年の東京市編入時に田園都市株式会社が開発

分譲した地域が玉川田園調布として分割された。 
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2．社会特性  
 
管内の学区域は、小学校が八幡小学校及び九品仏小学校の２校、中学校は全域について

八幡中学校が指定されている。これらの三校は、グループ名を「さぎそう学舎」として、

「世田谷９年教育」に連携して取り組んでいる。 
主な交通機関は、管内中央を東西に東急大井町線、東側を南北に東急東横線と東急目黒

線が走っており、更に南側を環状八号線が通っている。東横線及び目黒線は地下鉄と相互

乗り入れを行っているため、都心への通勤・通学、自由が丘、二子玉川、渋谷、横浜など

へのショッピング等の便に恵まれている。 
 
2.1 人口・世帯数  
九品仏地区、玉川地域、世田谷区の人口は、以下、表のとおり。男性、女性とも１８歳

未満より６５歳以上の人数が多いことがわかる。 
（平成２８年４月１日現在） 

人口（九品仏地区） 
（男、女、１８歳未満、６５歳以上） 

九品仏地区＝１７，０７８人（１．９％）  

男：７，７５５人（１００％） 
（１８歳未満男：９８８人（１２．７％）） 
（６５歳以上男：１，５７６人（２０．３％）） 
女：９，３２３人（１００％） 
（１８歳未満女:９４１人（１０．１％）） 
（６５歳以上女：２，２６９人（２４．３％）） 

人口（玉川地域） 
（男、女、１８歳未満、６５歳以上） 

玉川地域＝２１９，４９１人（２４．７％） 

男：１０２，８１４人（１００％）  
（１８歳未満男：１７，０３７人（１６．６％）） 
（６５歳以上男：１８，５６７人（１８．１％）） 
女：１１６，６７７人（１００％） 
（１８歳未満女：１６，１１１人（１３．８％）） 
（６５歳以上女：２５，３０５人（２１．７％）） 

人口（世田谷区全体） 
（男、女、１８歳未満、６５歳以上） 

区全域＝８８７，９９４人（１００％） 

男：４２２，３１６人（１００％） 
（１８歳未満男：６３，９７１人（１５．１％）） 
（６５歳以上男：７４，２４２人（１７．６％）） 
女：４６５，６７８人（１００％） 
（１８歳未満女：６０，０４０人（１２．９％）） 
（６５歳以上女：１０４，１８４人（２２．４％）） 

世帯数（九品仏地区） 
９，２３９世帯 

区全域：４６４，９３９世帯  玉川地域：１０８，５７１世帯 
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1.3 標高・急傾斜地  
九品仏地区は、図－３のように世田谷区全体と比べると比較的標高が高く、特に玉川田

園調布にかけて標高が高くなっているのが分かる。また、急傾斜地はほとんど存在しない

ことが見て分かる。急傾斜地については、１７ページの「急傾斜地等の斜面崩壊危険度分

布」に詳細な分布を出している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

図－3：世田谷区の標高・傾斜地・河川 
（引用：世田谷区のあらまし） 
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項目 施設名 
九品仏広場（奥沢 7-34） 

水道施設 東京都水道局玉川浄水場（玉川田園調布 1-19） 
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2.2 町会・自治会、商店街  
九品仏地区の町会・自治会及び、商店街の詳細については、以下、表のとおり。 

 
町会・自治会 ３団体（玉川田園調布会、奥沢中和会、九品仏自治会） 

区全体 １９７団体 

商店街 九品仏商店会、南自由が丘商店会、八中前商店会、奥澤共栄会 

区全体 １３４団体 
※区全体の団体数については、平成２８年８月１日現在のもの 
 

2.3 公共施設  
九品仏地区の公共施設の詳細については、以下、表のとおり。 

 
項目 施設名 

まちづくりセンター 九品仏まちづくりセンター（奥沢 7-35） 
地区会館 九品仏地区会館（奥沢 7-34）、奥沢地区会館（奥沢 7-36） 
区民集会所 無し 
あんしんすこやかセンター 九品仏あんしんすこやかセンター（玉川田園調布 2-16） 
認知症高齢者グループホーム グループホーム奥沢・共愛（奥沢 7-50） 

生活介護施設（区立） 奥沢福祉園（奥沢 6-29） 
九品仏生活実習所（奥沢 7-39） 

障害児施設 リーフジュニア自由が丘教室（奥沢 4-9） 
その他高齢者施設 デイ・ホーム玉川田園調布（玉川田園調布 2-16） 

保育園（公立・私立） 公立園：奥沢西保育園（奥沢 8-4） 
私立園：ナオミ保育園分園ぶどうの木（奥沢 6-19） 

小規模保育事業 ホームマミーおくさわ（奥沢 8-15） 
保育室 YMCAチャイルドケアセンター（奥沢 5-41） 
子育て施設 奥沢子育て児童広場（奥沢 4-8） 

幼稚園（公立・私立） 私立：玉川子羊幼稚園（奥沢 7-12） 
田園調布雙葉小学校附属幼稚園（玉川田園調布 1-20） 

小・中学校、高等学校 

区立：九品仏小学校（奥沢 8-12） 
八幡小学校（玉川田園調布 2-17） 

私立：田園調布雙葉小・中・高等学校（玉川田園調布 1-20） 
玉川聖学院中・高等学校（奥沢 7-11） 

公園、余暇施設、文化・教

育関係施設 

宮本三郎記念美術館（奥沢 5-38） 
ねこじゃらし公園（奥沢 7-45） 
奥沢西公園（奥沢 8-4） 
奥沢六丁目緑地（奥沢 6-25） 
浄眞寺、鷺草園（奥沢 7-41） 
奥澤神社（奥沢 5-22） 
ぽかぽか広場（玉川田園調布 1-19） 
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水道施設 東京都水道局玉川浄水場（玉川田園調布 1-19） 
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2.2 町会・自治会、商店街  
九品仏地区の町会・自治会及び、商店街の詳細については、以下、表のとおり。 
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たしていた建物は９０％大丈夫だった」という調査結果を、教訓として十分に発信できな

かったということであった。 
・推定式に基づいた被害想定を２５０メートルメッシュで区切り、各地区、玉川地域とメッ

シュ単位に積み上げて、地区・地域の被害想定を設定している。 
・被害想定の流れは、想定条件（季節等の条件）→震度→地盤の揺れやすさ→建物被害・火

災被害・ライフライン（社会基盤）の被害→人的被害の順である。 
・構造別揺れの被害想定の求め方は、データのばらつきが大きい築年数と震災時の倒壊被害

の関係グラフから推定線を求め、そこに固定資産台帳のデータを当てはめている。そのた

め、粗い結果となっている。 
・液状化も、築年数から液状化の危険性を出している。ここで PLとなっているのは、揺れ
やすさの指標である。震源から地表までの地層を区切り、地下水位、地盤の粒度の関係か

ら出されている。０～５は、危険度が低いが液状化の可能性がある。５～１５は、やや高

いという指標を示している。 
 
3.3 前提条件  

被害想定は、時間帯によって人々の滞留特性は大きく異なるため、地震の発生時刻が変

わると人的被害の発生する様相も変化する。 
また、時間帯や季節によって火気器具等の使用状況が異なるため、火災の出火件数も変

化すると考えられる。このため、想定される被害が異なる３種類の特徴的なシーン（季節・

時刻・風速）が想定されている。 
 
1 想定 
項目 内容 

種類 東京都湾北部地震 多摩直下地震 
（プレート境界多

摩地震） 

元禄型関東地震 立川断層帯地震 

震源 東京湾北部 東京都多摩地域 神奈川県西部 東京都多摩地域 
規模 マグニチュード（以下「M」と表記する） 

７．３ 
M８．２ M７．４ 

震源の深さ 約２０km~３５km 約０km~３０km 約２km~２０km 
 
2 気象条件等 
季節・時刻・風速 想定される被害 
冬の朝５時 
風速 
４m/秒 
８m/秒 

○兵庫県南部地震と同じ発生時間 
○多くの人々が自宅で就寝中に被災するため、家屋倒壊による圧死者が

発生する危険性が高い。 
○オフィスや繁華街の屋内外滞留者や、鉄道・道路利用者は少ない。 

冬の昼１２時 
風速 

○オフィス、繁華街、映画館、テーマパーク等に多数の滞留者が集中し

ており、店舗等の倒壊、落下物等による被害拡大の危険性が高い。 
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3．被害想定  
 
3.1 使用データ  

本被害想定の分布図を作成するに当たっては、東京都の首都直下地震の想定データ、内

閣府の地震防災マップ建物被害のデータ及び世田谷区防災マップのデータを使用した。 
 

以下の２項目については、内閣府のデータを使用。 
(2)建物全壊棟数率の分布 
(7)建物を原因とする死者数 

 
以下の５項目については、東京都のデータを使用。 

(1)震度分布 
(3)焼失棟数（２５０mメッシュ）冬１８時、風速８m/s 
(4)焼失棟数（２５０mメッシュ）冬５時、風速８m/s 
(5)液状化危険度分布 
(6)急傾斜地等の斜面崩壊危険度分布 

 
3.2 被害想定手法  

東京都の首都直下地震の想定は、大きく分けて４つある。荒川河口付近を震源とする「東

京湾北部地震」、「多摩直下地震」、「元禄型関東地震」、「立川断層帯地震」である。

今回は、世田谷区の地域防災計画がベースとしている、被害想定の最も大きな「東京湾北

部地震」で被害想定の分布図を作成した。 
 

・被害想定の数値は、世田谷区の想定ではあ

るが、管内を現地調査し、くまなく回って

積み上げた想定ではない。あくまで他地域

の過去の災害事例から推定式を作り、間接

的に求めたものである。 
・世田谷区の地域データ（建築年数）を収集

し、作った推定式に当てはめている。 
・地域データとは、固定資産管理台帳の建築

年数や木造・非木造ごとに出したものであ

る。 
・家屋の建築年数、特に建築基準が変わった前後での比較をし、「旧」・「中」・「新」の

データ区分になっている。古ければ倒れやすいという単純な想定であり、よく言われてい

る昭和５７年の耐震基準を満たしているかどうかということである。 
・NHKの記者の方から、阪神淡路大震災の後、報道機関が神戸の調査結果のうち、十分に報
道で伝えきれなかったことがあったと聞いている。それは、「昭和５７年の耐震基準を満

九品仏－8
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季節・時刻・風速 想定される被害 
４m/秒 
８m/秒 

○住宅内滞留者数は、1日の中で最も少ない。 

冬の夕１８時 
風速 
４m/秒 
８m/秒 

○火気器具利用が最も多いと考えられる時間帯で、これらを原因とする

出火数が最も多くなるケース 
○オフィスや繁華街周辺、ターミナル駅では、帰宅、飲食のため多数の

人が滞留 
○ビル倒壊や落下物等により被災する危険性が高い。 
○鉄道、道路もほぼラッシュ時に近い状況で人的被害や交通機能支障に

よる影響拡大の危険性が高い。 
参考：「東京都防災HP」http://www.bousai.metro.tokyo.jp/taisaku/1000902 
 
 
3.4 被害想定一覧  

九品仏地区の被害想定については、次ページのとおりである。 
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季節・時刻・風速 想定される被害 
４m/秒 
８m/秒 

○住宅内滞留者数は、1日の中で最も少ない。 

冬の夕１８時 
風速 
４m/秒 
８m/秒 

○火気器具利用が最も多いと考えられる時間帯で、これらを原因とする

出火数が最も多くなるケース 
○オフィスや繁華街周辺、ターミナル駅では、帰宅、飲食のため多数の

人が滞留 
○ビル倒壊や落下物等により被災する危険性が高い。 
○鉄道、道路もほぼラッシュ時に近い状況で人的被害や交通機能支障に

よる影響拡大の危険性が高い。 
参考：「東京都防災HP」http://www.bousai.metro.tokyo.jp/taisaku/1000902 
 
 
3.4 被害想定一覧  

九品仏地区の被害想定については、次ページのとおりである。 
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(2) 建物全壊棟数率の分布  
九品仏地区では、玉川田園調布一丁目で建物全壊棟数率「３％～５％」と全壊棟数率の

低いエリアが分布しているが、奥沢八丁目や奥沢五丁目にかけては、建物全壊棟数率「５％

～７％」のエリアが広く分布している。 
さらに奥沢四丁目や奥沢七丁目にかけては、建物全壊棟数率「７％～１０％」と建物全

壊棟数率の高いエリアが広く分布する。 
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3.5 被害想定の分布図  
 
  九品仏地区では、震度分布の想定が周辺地域より大きい地区や、火災延焼、倒壊の危険
が高く、死者数の想定が増加する地区が分布している。これらの地区は、「揺れによる

建物倒壊」→「倒壊家屋からの出火」の危険があるため、死者が増える想定となってい

る。 
  例としては、九品仏まちづくりセンターのある奥沢七丁目や九品仏小学校のある奥沢八
丁目などがある。 

  火災延焼においては、冬の１８時の想定でほとんどの地区で「２０～５０」棟の家屋が
焼失する想定であり、比較的被害の少ない冬の５時の想定においても「１～１０」棟の

家屋が焼失する想定になっている。 
  九品仏地区には九品仏駅、周辺地区には自由が丘駅、奥沢駅があり、帰宅困難者の発生
や玉川給水所への人の殺到が想定される。 

  地区内には環状八号線や東急大井町線、東急東横線、東急目黒線等の交通施設があり、
避難所への避難や傷病者、要配慮者の移動が必要な場合に、渋滞の発生などにより障害

となる恐れがある。 
 
(1) 震度分布  
九品仏地区では、全域的に震度６強であるが、特に奥沢四丁目や奥沢五丁目では、震度

６強の中でも特に揺れの大きなエリアがある。 
さらに、環状八号線周辺にかけても震度６強の中でも特に揺れの大きなエリアがある。 
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(2) 建物全壊棟数率の分布  
九品仏地区では、玉川田園調布一丁目で建物全壊棟数率「３％～５％」と全壊棟数率の

低いエリアが分布しているが、奥沢八丁目や奥沢五丁目にかけては、建物全壊棟数率「５％

～７％」のエリアが広く分布している。 
さらに奥沢四丁目や奥沢七丁目にかけては、建物全壊棟数率「７％～１０％」と建物全

壊棟数率の高いエリアが広く分布する。 
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3.5 被害想定の分布図  
 
  九品仏地区では、震度分布の想定が周辺地域より大きい地区や、火災延焼、倒壊の危険
が高く、死者数の想定が増加する地区が分布している。これらの地区は、「揺れによる

建物倒壊」→「倒壊家屋からの出火」の危険があるため、死者が増える想定となってい

る。 
  例としては、九品仏まちづくりセンターのある奥沢七丁目や九品仏小学校のある奥沢八
丁目などがある。 

  火災延焼においては、冬の１８時の想定でほとんどの地区で「２０～５０」棟の家屋が
焼失する想定であり、比較的被害の少ない冬の５時の想定においても「１～１０」棟の

家屋が焼失する想定になっている。 
  九品仏地区には九品仏駅、周辺地区には自由が丘駅、奥沢駅があり、帰宅困難者の発生
や玉川給水所への人の殺到が想定される。 

  地区内には環状八号線や東急大井町線、東急東横線、東急目黒線等の交通施設があり、
避難所への避難や傷病者、要配慮者の移動が必要な場合に、渋滞の発生などにより障害

となる恐れがある。 
 
(1) 震度分布  
九品仏地区では、全域的に震度６強であるが、特に奥沢四丁目や奥沢五丁目では、震度

６強の中でも特に揺れの大きなエリアがある。 
さらに、環状八号線周辺にかけても震度６強の中でも特に揺れの大きなエリアがある。 
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(4) 焼失棟数（２５０メートルメッシュ）冬５時、風速８メートル毎秒  
九品仏地区では、ほとんどのエリアが焼失棟数「１～１０」棟の想定であり、目立った

被害は想定されていない。 
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(3) 焼失棟数（２５０メートルメッシュ）冬１８時、風速８メートル毎秒  
九品仏地区では、ほとんどのエリアで焼失棟数「１０～２０」棟、「２０～５０」棟と

想定されているエリアが多いが、奥沢八丁目では焼失棟数「５０～１００」棟と多くの家屋

が焼失する想定である。 
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(4) 焼失棟数（２５０メートルメッシュ）冬５時、風速８メートル毎秒  
九品仏地区では、ほとんどのエリアが焼失棟数「１～１０」棟の想定であり、目立った

被害は想定されていない。 
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(3) 焼失棟数（２５０メートルメッシュ）冬１８時、風速８メートル毎秒  
九品仏地区では、ほとんどのエリアで焼失棟数「１０～２０」棟、「２０～５０」棟と

想定されているエリアが多いが、奥沢八丁目では焼失棟数「５０～１００」棟と多くの家屋

が焼失する想定である。 
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(6) 急傾斜地等の斜面崩壊危険度分布  
九品仏地区では、東急大井町線沿線で崩壊する危険性が高い斜面が存在するが、ほとん

どのエリアで斜面崩壊による危険性は少ないと想定されている。 
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(5) 液状化危険度分布  
九品仏地区では、奥沢七丁目で液状化の危険度がやや高いと想定されているが、それ以

外には、特に目立った危険地域は無く、液状化による危険性は少ないと想定されている。 
 

 
 
 
  

九品仏－16



 

17 
 

(6) 急傾斜地等の斜面崩壊危険度分布  
九品仏地区では、東急大井町線沿線で崩壊する危険性が高い斜面が存在するが、ほとん

どのエリアで斜面崩壊による危険性は少ないと想定されている。 
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(5) 液状化危険度分布  
九品仏地区では、奥沢七丁目で液状化の危険度がやや高いと想定されているが、それ以

外には、特に目立った危険地域は無く、液状化による危険性は少ないと想定されている。 
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4．防災資源  
 
防災対策・備蓄状況等の把握（調査）を実施した。以下、「消火資機材」「救出・救助

活動資機材の配備」「食糧・生活必需品等の備蓄」について整理している。 
 
（１）消火資機材                    （平成２７年１２月１日現在） 

町会名 名称 台数 設置場所 
玉川田園調布会 
 

スタンドパイプ ３基 個人宅駐車場等 
Ｄ型ポンプ ２基 個人宅駐車場等 

奥沢中和会 
 

消火器（３Ｌ） ２本 奥沢中和会館 
Ｄ型ポンプ １基 奥沢東地区会館防災倉庫 

九品仏自治会 
 
 
 
 
 

スタンドパイプ １基 
九品仏小学校敷地内

自治会倉庫 

消火器（３Ｌ） ６本 
九品仏地区会館 
付属倉庫 

Ｄ型ポンプ １基 
九品仏地区会館 
付属倉庫 

 
（２）救出・救助活動資機材の配備            （平成２７年１２月１日現在） 

町会名 名称 個数 保管場所 
玉川田園調布会 
 
 
 
 

リヤカー １台 Ｄ型ポンプ格納テント

及び 
町会会館 
 
 

脚立 １脚 
担架 １個 
ヘルメット ８個 
チェーンソー １台 

奥沢中和会 
 
 
 

リヤカー １台 奥沢東地区会館 
防災倉庫 
 
 

救急セット ３セット 
ヘルメット １５個 
救助工具セット １セット 

九品仏自治会 
 
 
 
 
 
 
 
 

リヤカー ５台 各避難所自治会倉庫 
及び 
九品仏地区会館 
付属倉庫 
 
 
 
 
 

はしご １脚 
脚立 １脚 
担架 ２個 
救急セット ６セット 
ヘルメット ４９個 
救助工具セット ３セット 
ＬＥＤヘッドライト ２４個 
車椅子 ２台 
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(7) 建物を原因とする死者数  
九品仏地区では、奥沢四～八丁目は死者数が多く、特に奥沢七丁目で５名以上の死者が

発生すると想定されている。 
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4．防災資源  
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（１）消火資機材                    （平成２７年１２月１日現在） 
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消火器（３Ｌ） ６本 
九品仏地区会館 
付属倉庫 

Ｄ型ポンプ １基 
九品仏地区会館 
付属倉庫 

 
（２）救出・救助活動資機材の配備            （平成２７年１２月１日現在） 

町会名 名称 個数 保管場所 
玉川田園調布会 
 
 
 
 

リヤカー １台 Ｄ型ポンプ格納テント

及び 
町会会館 
 
 

脚立 １脚 
担架 １個 
ヘルメット ８個 
チェーンソー １台 

奥沢中和会 
 
 
 

リヤカー １台 奥沢東地区会館 
防災倉庫 
 
 

救急セット ３セット 
ヘルメット １５個 
救助工具セット １セット 

九品仏自治会 
 
 
 
 
 
 
 
 

リヤカー ５台 各避難所自治会倉庫 
及び 
九品仏地区会館 
付属倉庫 
 
 
 
 
 

はしご １脚 
脚立 １脚 
担架 ２個 
救急セット ６セット 
ヘルメット ４９個 
救助工具セット ３セット 
ＬＥＤヘッドライト ２４個 
車椅子 ２台 
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(7) 建物を原因とする死者数  
九品仏地区では、奥沢四～八丁目は死者数が多く、特に奥沢七丁目で５名以上の死者が

発生すると想定されている。 
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II 各団体の防災活動～現在の取り組み状況～  

 

1．地区の防災対策の状況  
 
1.1 避難所運営訓練  
平成２５年度までは、地区防災訓練として３町会が中心となり３校を持ち回り会場とし

て実行委員会主催で実施。内容は、受付訓練、避難所内防災施設見学などの避難所運営訓練

と初期消火や起震車等の体験型の訓練で、参加者は例年スタッフ、一般参加者を含め、ほぼ

３００名程度であった。 
２６年度からは、３校別々に避難所運営本部主催で避難所運営訓練を実施するようにな

った。学校の行事予定の関係で３校同時の開催となり、内容も避難所を地域住民だけで開設

するといった内容に変更。参加者は、３校で５３８名に増加、スタッフは各町会を中心に商

店会、事業所、PTA、教職員、中学生、大学生などが、総務情報班、避難所担当班、給食物
資班、医療救護班に分かれ本部長を中心として組織的に動いている。 
２７年度も３校同時開催となり、参加者は４９２名。各校別２年目で個性が出た。八幡

小は、アルファ米にレトルトカレーをかけて、その場で食べるという炊出し訓練などを実施。

九品仏小は、子ども向けに防災スタンプラリーを取り入れ、また救助・救出班を組織し、瓦

礫から救出する実践訓練などを実施した。八幡中は、避難生活が長期化した場合のプライバ

シー保護対策として間仕切システムの組立て訓練などを実施。 
また訓練に先立ち、スタッフのスキルアップを図るため、スタッフ研修会を行ない、３

校のスタッフ９０名が参加し、訓練の基本的な項目につき実践訓練を実施した。今後もこう

した研修会でスタッフの育成も図っていく計画である。 
 
 
1.2 安否確認  
奥沢中和会では、昨年から避難所運営訓練の日に合わせて安否確認訓練として「黄色い

襷作戦」を実施。これは、各世帯に１０cm×１００cmほどの黄色い布を事前に配布し、訓
練当日に玄関先に掲示してから避難所運営訓練への参加を呼びかける試みである。掲示率は、

５０％を超えた。今年は、玉川田園調布会も実施し５０％の世帯で掲示。奥沢中和会は、今

年６０％の掲示率になった。 
 
 
1.3 医療救護所  
九品仏地区の指定医療救護所は九品仏小になっているが、２５年度に医師会と医療救護

所訓練を実施。町会などから約３０名参加。物品の確認、開設時の役割分担、トリアージ、

負傷者の搬送等の確認を行った。 
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（３）食糧・生活必需品等の備蓄             （平成２７年１２月１日現在） 
町会名 名称 個数 保管場所・配布先 

玉川田園調布会 
 
 
 

ビスケット ７０食 町会会館 
 
 
 

カセットコンロ ３台 
発電機 １基 
非常用トイレ ２９枚 

奥沢中和会 備蓄していない － － 
九品仏自治会 
 
 
 
 
 
 
 
 

飲料水 ７２Ｌ 自治会管理倉庫 
（配布先は 
 九品仏小・八幡中） 
 
 
 
 
 
 

カセットコンロ ３台 
照明 ５台 
発電機 ３基 
給水タンク ５Ｌ×５０個 
ライト ２個 
カセットボンベ ６０本 
ガソリン ２０Ｌ 
電池 ３００本 
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